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はじめに

平成２３年３月１１日に未曾有の被害をもたらした東日本大震災が発生しました。また、同

年９月に台風１２号による紀伊半島大水害が発生し、和歌山県では６名の子どもたちの尊い命

が失われました。誠に痛恨の極みであります。そして、自然の猛威に対していかに人間は無力

かということを思い知らされました。しかし、自然に対して無力な私たちではありますが、命

を守るための知恵があります。自然災害についての歴史や今回の大災害を経験した人たちから

多くのことを学び、いつ発生するか分からない災害から命を守る知恵をしっかりと身につける

必要があります。

岩手県釜石市では、群馬大学大学院片田敏孝教授の指導を受け、市内全小中学校で以前から

高台へ逃げる避難訓練を、想定を変えながら何度も実施していました。また、まち探検・マッ

プづくり等を通して普段からどこに避難すればよいのか、体で覚える学習をしていたのです。

今回の地震が発生したとき、津波の危険が迫っていると判断し、中学生が高台へ向かって率

先避難を始めました。そして、校舎上階に避難していた小学生もその姿を見て高台へ避難し始

めたのです。自分の命は自分で守る「自助」の行動力が身についていたからこうしたことがで

きたと言えるでしょう。

南海トラフ地震が起きれば、津波の被害が想定される和歌山県においても、こうした取組に

学び、実践していかなければなりません。それには、災害に備え、子どもたちが主体的に動こ

うとする知識・判断力・行動力を身につけるための学習・訓練を行うことが大切です。そのため、

まず先生方自身が真剣に防災と向き合い、子どもたちと共に考え行動する姿勢を示すことが求

められます。そして、避難３原則「想定にとらわれるな」「状況下において最善を尽くせ」「率

先避難者たれ」を浸透させ、子どもたちに自らが命を守る主体者としての自覚を持たせなけれ

ばなりません。

このようなことから、片田敏孝教授の協力のもと、平成２３年１２月に地震・津波からの避

難行動に結びつく内容に重点を置いて「津波防災教育指導の手引き」を作成しました。また、

平成２４年度は「わかやま学校防災力アップ事業」の中で、地方毎に研究グループを立ち上げ、

手引きを活用しながら地域性を考慮した防災学習を実践してきました。さらに、群馬大学片田

研究室の支援を受けながら新宮市では、活用しやすい教材の開発にも努めてきました。これら

の実践を踏まえつつ、今後地震・津波の防災学習だけでなく、様々な災害から命を守るための

防災教育を展開・充実させるために、この度名称を「防災教育指導の手引き」と改め、改訂版

を作成しました。

和歌山県の子どもたちの命を守るため、全ての先生方がこの指導の手引きを活用し、熱意と

指導力を持って防災教育に取り組まれることを切に願います。

　平成２５年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　西　下　博　通
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ヒーロー　オブ　ジャパン　〜ハマグチ〜

　　　「いなむらの火」の物語は、多くの国々でも紹介されています。

　イギリスのメードストーンにある小学校では、世界の偉人を学習し、その

中で濱口梧陵が「ヒーロー オブ ジャパン」として詳しく紹介されており、

小学生が熱心にその偉業を勉強していたそうです。

　またアメリカ・シアトルのビーコンヒルにある第１３消防署では、日本と

同じように小学生が社会見学をし、署内の見学が終わると、署の前の庭園に

移動します。そこには、多くの石でできた芸術作品があり、その石の一つ一

つに「いなむらの火」の物語が彫られ

ています。子どもたちはそれを読み、

津波防災の意識を高めています。

　防災教育に「いなむらの火」を取り

上げるときの参考としてください。

JUST AS THEY REACHED THE TOP,THE 

WAVE BROKE UPON THE SHORE.
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最善を尽くせ。

○【資料-514】 を提示し、  【資料-515】 ～ 【

資料-519】 を順に見せながら、子どもた

ちの避難の様子を説明する。

○【資料-515】 当初、想定していた避難場所

　（津波で被災）

○【資料-516】 小学生を連れて避難する釜

石東中学校の生徒

○【資料-517】 子どもたちが介護福祉施設

に到着した直後の様子。津波はこの数分

後に施設のすぐ近くにまで到達した。

○【資料-518】 最終的には子どもたちは石

材店に避難した。介護福祉施設のすぐ近

くまで被災した状況を読み取ることがで

きる。

○【資料-519】 2回目の避難場所の介護福祉

施設。右下の写真は、この施設から、子

どもたちが避難して来た道路を撮影した

もので壊滅的な被害を受けている。

●率先避難についての具体的な話、資料等

を用いて学習してもよい。

●必要に応じて副教材を使用して学習して

もよい。
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＜1　ある方がよい＞

 ・災害発生の目安になる。

  ・昔の津波被害の経験を活かせる。

＜2　ない方がよい＞

 ・釜石市の状況をみると、ない方が良かったと思う。

 ・信用してはいけないものは、作っても仕方がない。

＜3　わからない＞

 ・ある規模の津波を想定した図ということを、考えて活用しなけれ

 　ばいけない。
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警報・注意報後の呼びかけの有無
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各地方指導事例及び参考指導事例

小学校　１年生（１－４②）　―紀美野町立野上小学校―

Ⅱ 対処行動を知る　Ａ 地震から身を守る方法を知る　　【学級活動　１時間】



－ 48－



－ 49－

【ワークシート -14 ②】
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小学校　３・４年生（２－２）

Ⅰ　自然災害を知る　　Ｆ　土砂災害の特徴を知る　　【学級活動　１時間】
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・大雨の時は、川や山に近づかないほうがいいな。

・まわりで雨が降っていなくても、山奥の天気が悪い

　と急に水かさが増えることが分かった。

・がけくずれや土石流は気付いてから逃げても遅いと

　思う。いつ逃げればいいのかな。
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小学校　５年生（３－１②）　―広川町立広小学校―

Ⅱ　対処行動を知る　Ｂ 津波からの避難方法を知る　　【学級活動 ： 避難訓練事前学習　1 時間】
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中学校（５－１②）

Ⅱ　対処行動を知る　　Ｂ　津波からの避難方法を知る②　　【学級活動　１時間】
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中学校（５－２②）　―上富田町立上富田中学校―

Ⅱ　対処行動を知る　　Ｅ　避難できない人間の心理を知る　　【学級活動　１時間】
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・【資料 -522 ②】はＮＨＫ岡山放送局ＨＰから引用

・【資料 -524】～【資料 -526】は山村武彦「人は皆『自分だけは死なない』と思っている」（2005 宝島社刊）
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中学校　（５－３②）　―印南町立印南中学校―

Ⅲ 先人の経験に学ぶ　Ａ 語り継ぐ責任　　【学級活動　１時間】
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中学校（５－４）　―海南市立下津第一中学校―

Ⅱ 対処行動を知る　Ｄ 様々な避難方法を考える　　【総合　２時間】
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3　広川町立広小学校の実践

。
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石に刻まれた災害の記憶　災害記念碑一覧

地震 ・ 津波

指定 名称 建立年代 所在地 所在地詳細 災害名 参考文献

南海道地震津波浸水水位
平成3年

（1991）2月
海南市名高 海南駅前広場内 昭和南海地震

『ニュース和歌山』
2012年1月1日付

県指定 大地震津波心得の記碑 安政3年（1856） 湯浅町湯浅 深専寺山門入り口の左側 安政南海地震
『湯浅町誌』『和歌山県文
化財ガイドブック下』
p42、新版p88

感恩碑
昭和8年

（1933）12月
広川町広 広村堤防内 安政南海地震

梧陵浜口君碑 明治25年（1892） 広川町上中野 広八幡神社境内 安政南海地震

国指定
史跡

広村堤防
安政5年

（1858）12月
広川町広 安政南海地震

『和歌山県文化財ガイド
ブック下』

津浪之記事碑 文久2年（1862） 美浜町浜ノ瀬
美浜町公民館浜ノ瀬分館
裏

安政南海地震
『美浜町史』史料編
p188

防潮堤 美浜町田井
美浜町若もの広場西側に
広がる防潮林内

高波溺死霊魂之墓 享保4年（1719） 印南町印南 印定寺 宝永地震

防波堤跡 みなべ町埴田 鹿島神社の南 宝永地震
『南部町史』通史編第三
巻p1118

南海道地震津波潮位標識
平成17年

（2005）4月
田辺市芳養

国道42号沿い
（大神社の向かい）

昭和南海地震

防潮堤 田辺市新庄町
旧国道42号道路沿い

（山側）
昭和南海地震

安政津浪の碑
昭和47年

（1972）春
田辺市新庄町 橋谷天満宮の階段脇 安政南海地震

『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p116

安政津浪の碑
昭和47年

（1972）春
田辺市新庄町 北原河内神社境内 安政南海地震

『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p116

宝永津波の碑
平成24年

（2012）春
田辺市新庄町 名喜里大潟神社の階段脇 宝永地震

安政津浪の碑
昭和47年

（1972）春
田辺市新庄町 名喜里大潟神社の階段脇 安政南海地震

『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p116

安政津浪の碑 田辺市新庄町 山祇神社の階段脇 安政南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p116

南海道大地震津波潮位標 田辺市新庄町 山祇神社の階段脇 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p116

南海大地震津浪潮位標 田辺市新庄町 新庄駅前 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p83

南海大地震津浪潮位標 田辺市新庄町 JA紀南新庄支所近く 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p83

南海大地震津浪潮位標 田辺市新庄町 跡之浦児童公園の敷地内 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p83

安政津浪の碑
昭和47年

（1972）春
田辺市新庄町 跡の浦稲田神社の階段脇 安政南海地震

『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p116

宝永の津波潮位（推定） 平成10年（1998） 田辺市新庄町
東光寺すぐ近くの高架の
橋桁

宝永地震

津浪之碑 田辺市新庄町 東光寺敷地内 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p116

南海大地震津浪遭難者供養像 田辺市新庄町 東光寺敷地内 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p101

安政･昭和南海地震の津浪潮
位標

田辺市新庄町
内之浦干拓親水公園内山

神社内
安政地震･ 
昭和南海地震

『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p116

南海大地震津浪潮位標 田辺市新庄町 内之浦公民館敷地内 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p83

－ 90－



指定 名称 建立年代 所在地 所在地詳細 災害名 参考文献

南海大地震津浪潮位標 田辺市新庄町 北長町内会館の近く 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭
和の津浪余録・チリー
　津波』p83

岩城惣八夫妻の墓
明治26年

（1893）8月17日
白浜町 綱不知の共同墓地の一角

宝永地震・安政
地震・昭和南海
地震

『紀伊民報』
1995年2月7日付

南無阿弥陀仏 大津浪犠牲者
供養塔

昭和36年
（1961）5月24日

白浜町 綱不知地蔵堂境内
昭和南海地震、
昭和チリ沖地震

『白浜町誌』
本編下１-p455 ～

昭和二十一年十二月二十一日
発生 南海道地震による津波
の潮位

平成8年
（1996）12月

白浜町 綱不知公園内 昭和南海地震

昭和二十一年十二月二十一日
発生 南海道地震による津波
の潮位

平成8年
（1996）12月

白浜町細野
細野会館〔白浜町中央公民
館堅田分館〕正面の脇

昭和南海地震

昭和二十一年十二月二十一日
発生 南海道地震による津波
の潮位

平成8年
（1996）12月

白浜町才野 才野会館正面の脇 昭和南海地震

昭和二十一年十二月二十一日
発生 南海道地震による津波
の潮位

平成8年
（1996）12月

白浜町富田
国道42号沿い、交番･消
防倉庫の横

昭和南海地震

昭和二十一年十二月二十一日
発生 南海道地震による津波
の潮位

平成8年
（1996）12月

白浜町堅田 立ケ谷会館敷地内 昭和南海地震

正念元心居士（谷三郎左衛門
の墓碑）

享保4年
（1719）正月5日

すさみ町周参
見

国道42号脇 宝永地震 『すさみ町誌』下-p725

防潮堤
すさみ町周参
見

国道42号付近 宝永地震

故志士谷三郎左衛門氏記念碑
昭和2年（1927）
7月建立、昭和40年

（1965）7月移転

すさみ町周参
見

国道42号脇 宝永地震 『すさみ町誌』下-p724

津浪乃碑
すさみ町周参
見

萬福寺境内 昭和南海地震
『すさみ町誌』下
-p728/特別展図録『災
害と文化財』

宝篋印塔
享保8年

（1723）10月4日
すさみ町周参
見

萬福寺墓地 宝永地震
『日置川災害史』p654、
『すさみ町誌』上巻
p635

「為後鍳」碑
すさみ町周参
見

周参見王子神社裏山の大
日山の頂上

安政南海地震
『すさみ町誌』下
-p735/特別展図録『災
害と文化財』

昭和南海地震津波到達標柱跡 串本町橋杭 JRきのくに線ガード下 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町大水崎
サンナンタンランド大水
崎踏切前町道

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町矢の熊 土木所長官舎 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町堀 元警察官舎町所有地 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町南 町道電柱横 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町袋
袋バス停前串本財産区所
有地

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱跡 串本町袋 石切地蔵前 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町二色 にしき園踏切入口 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町二色 二色町営住宅入口 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町高富 釜郷原防火水槽付近 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町有田
大山入口、JRきのくに線
有田駅下がり

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町田並 円光寺石垣附近 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町江田 告示板横 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町田子 田子区民会館敷地内 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町安指 安指区民館玄関前 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町和深 和深公民館玄関前 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町大島 個人所有の駐車場 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標柱 串本町大島 大島漁協上町道 昭和南海地震

吉村宮一組合長「記念碑」 串本町西区 須賀浦集会所西側 昭和南海地震

大津波記念之碑
那智勝浦町
天満

天満神社境内の鳥居の横 昭和東南海地震
特別展図録

『災害と文化財』

 「記念」碑
田辺市本宮町
湯ノ峰

安政地震、明治
22年水害
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石に刻まれた災害の記憶　災害記念碑一覧
洪水

指定 名称 水系 建立年代 所在地 所在地詳細 災害名 参考文献

小野真次頌徳碑 紀ノ川
伊都郡かつらぎ町広
口

大宮神社境内 昭和28年水害

災害復興記念碑 紀ノ川 紀の川市桃山町調月 大歳神社前
昭和28年水害
か

『桃山町誌 歴史との
対話』p352

洪水記念碑 紀ノ川 和歌山市坂田 了法寺境内 明治22年水害 『和歌川』

災害浸水最高地点碑 紀ノ川 海草郡紀美野町野中 十三神社境内 昭和28年水害

 大水害の地蔵尊 有田川
昭和29年

（1954）
かつらぎ町花園北寺 北寺観音堂の左隣 昭和28年水害

 紀州大水害記念碑 有田川
平成5年

（1993）
かつらぎ町花園北寺

北寺観音堂から100ｍ
離れた場所

昭和28年水害

 花園村水難犠牲者之碑 有田川
昭和53年

（1978）
高野町高野山 高野山の境内 昭和28年水害

七・一八水害保田復興記念碑 有田川 有田市辻堂
辻堂都市計画公園＝保
田児童公園

昭和28年水害
碑文は、『7.18水害
保田復興記念誌』
p335 ～にあり

顕彰碑 有田川
昭和48年
7月18日建立

有田市千田

高田峠＝千田神社の県
道沿いの鳥居をくぐり、
海へ出る坂道になって
いるところのすぐ道路
脇（県道から見上げない
とわからない）

昭和28年水害
写真は、『7.18水害保
田復興記念誌』の口
絵にあり

水位標 有田川 有田市下中島 島垣内道路傍 昭和28年水害
『7.18水害保田復興
記念誌』p357

水位標 有田川 有田市山田原
八王子公園内＝保田橋
北詰

昭和28年水害
『7.18水害保田復興
記念誌』p357

水位標 有田川 有田市星尾 秋葉山麓登口 昭和28年水害
『7.18水害保田復興
記念誌』p357

水位標 有田川 有田市千田 地蔵寺境内 昭和28年水害
『7.18水害保田復興
記念誌』p357

水位標 有田川 有田市千田
千田東公民分館敷地内
＝千田東公民館

昭和28年水害
『7.18水害保田復興
記念誌』p357

水位標 有田川 有田市千田
千田神社＝須佐神社石
段登口玉垣内

昭和28年水害
『7.18水害保田復興
記念誌』p357

大水害死者供養之塔 有田川 有田川町小島
当初あった場所から北
に50ｍほどの場所に移
転している

昭和28年水害

水位標識 有田川 有田川町上中島
上中島公民館から北東
に直線で250ｍほどの
有田川沿い

昭和28年水害

復興記念碑 有田川 有田川町尾中 尾中公民館の近く 昭和28年水害

七・一八水難者供養□ 有田川 有田川町長田
浄教寺境内山門入って
すぐ

昭和28年水害

水害横死者之碑 有田川 有田川町徳田

国道424号徳田交差点
から南西に100ｍ行左
折。但し、左折する道
は細くてわかりにくい。

昭和28年水害

慰霊塔 日高川 日高川町弥谷

美山（川原河）から有田
の白馬トンネルに向か
う上り坂の左手道沿い
にある

昭和28年水害
『和歌山県教育史』第
2巻p176 ～ 177

明治水害記念碑 日高川 日高川町若野 明治22年水害

道成寺の階段 日高川 日高川町鐘巻 明治22年水害

水位標 日高川 日高川町皆瀬 下阿田木神社の階段 昭和28年水害

水害之碑 日高川 御坊市薗
茶免の地蔵。茶免橋畔、
地蔵堂の脇にある。

昭和28年水害

七・一八水害慰霊塔 日高川 御坊市野口 安楽寺 昭和28年水害

藤井の耕地復旧記念碑 日高川 御坊市藤田町藤井 昭和28年水害
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指定 名称 水系 建立年代 所在地 所在地詳細 災害名 参考文献

慰霊塔 日高川
御坊市薗

（名屋の源行寺）
昭和28年水害

村田美成の碑 日高川 御坊市薗 浄国寺 明治28年水害

水位標 日高川 御坊市薗 御坊市役所 昭和28年水害

〔明治22年大水害百周年記念
碑〕

会津川 田辺市湊
鬪雞神社近くの田辺市
消防団第二分団倉庫脇

明治22年水害

〔明治22年大水害百周年記念
碑〕

会津川 田辺市湊
蟻通神社の近く

（北新町バス停）
明治22年水害

明治大洪水記念碑 会津川
平成元年

（1989） 
8月20日

田辺市高雄
（会津児童公園）

明治22年水害

 水難記念碑 会津川 田辺市長野 長野八幡神社境内

「富田川災害記」碑文 富田川 明治22年水害
『上富田町史』通史編
-p505

明治二十二年大洪水水位標 富田川 上富田町岩田 三宝寺門前 明治22年水害
明治22年富田川大
洪水推定水位

明治洪水溺死群霊墓 富田川 上富田町岩田 三宝寺境内 明治22年水害
『上富田町史』通史編
口絵、明治22年富田
川大洪水推定水位

彦五郎人柱之碑 富田川 上富田町岩田ヵ 彦五郎堤防 　
『上富田町史』下
-p951

溺死招魂碑 富田川 上富田町岩田ヵ 彦五郎堤防 明治22年水害
『上富田町史』下
-p951

上田万一頌徳碑 富田川 上富田町岩田ヵ 彦五郎堤防
『上富田町史』下
-p951

明治洪水溺死者供養塔 富田川 上富田町朝来 円鏡寺境内 明治22年水害 『上富田町史』？

洪水溺死各霊墓 富田川 白浜町中 共同墓地の近く 明治22年水害

 明治水害岩﨑百年記念供養塔 富田川 上富田町岩﨑

 （洪水供養碑） 富田川 田辺市鮎川 宇立墓地内

 （洪水供養碑） 富田川 田辺市鮎川 富田川右岸

明治二十二年八月大洪水水位 富田川
昭和63年

（1988）8月
白浜町保呂

厳島神社の鳥居の下に
ある「老人いこいの家」
の脇

明治22年水害

明治廿二丑年之水及□ 富田川
昭和63年

（1988）8月
白浜町内川

林翁寺の階段途中の右
脇

明治22年水害
明治22年富田川大
洪水推定水位

群霊記念碑 富田川 白浜町内川 林翁寺の境内 明治22年水害
明治22年富田川大
洪水推定水位

安居地区大水害記録水位標 日置川 白浜町安居
明治22年水
害、昭和33年
水害？

『日置川災害史』口絵

大古地区大水害記録水位標 日置川 白浜町大古 昭和33年水害 『日置川災害史』口絵

田野井地区大水害記録水位標 日置川 白浜町田野井 昭和33年水害 『日置川災害史』口絵

魚の首　犠牲者の慰霊碑 那智川 那智勝浦町井関 平成23年水害
『第31回全国地名研
究者大会』p47

大洪水水位標識 熊野川 新宮市薬師町 清閑院境内 明治22年水害

「新宮市犠牲者之霊」碑 熊野川 新宮市熊野川町田長
道の駅「瀞峡街道 熊野
川」の敷地内

平成23年水害

「大洪水之迄来ル」碑 熊野川 新宮市熊野川町日足
国道168号から熊野川
小学校へ数十ｍ上る

明治22年水害
『熊野川町史』通史編
p578

洪水記念碑 熊野川 田辺市本宮町請川 請川柿地区 明治22年水害
『本宮町史』通史編
-p684

洪水記念碑 熊野川 田辺市本宮町本宮 旧本宮小学校校庭下 明治22年水害
『本宮町史』通史編
-p685

洪水記念碑 熊野川 田辺市本宮町耳打 本宮小学校敷地内 明治22年水害

 「記念」碑 田辺市本宮町湯ノ峰
明治22年水
害、安政地震
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